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４８

部
落
完
納
表
彰
式

納

税

組

合

長

会

国
見
町
役
場
で
は
四
月
八
日
午

後
一
時
よ
り
役
場
会
議
室
で
納

税

組
合
長
会
を
開
き
、
昭
和
三
十

八

年
度
の
納
税
成
績
一
〇
〇

パ
ー
セ

ン
ト
で
あ

っ
た
四
八
の
納
税
組
合

と

、
四
つ
の
地
区
総
合
組
合
を

表

彰
し

、
功
労

の
あ
つ

た
秦
作
蔵

、

菊
地
亀

七
の
両
氏

に
対
し
て

は
感

謝
状
を
贈

っ
た
。
昭
和
三
十
八
年

度

に
お
げ

る
わ
が
町
の
税
の
調
定

額

は
、

町
県
民
税
　
　
　
　

五
二
七
万

固
定
資
産
税
　
　

匸
一
九
六
万

国
民
健
康
保
険
税
　

九
六
五
万

軽
自
動
車
税
　
　
　

一
四
五
万

法
人
等
町
民
税
　
　
　

五
二
万

西
根
堰
費
　
　
　
　

四
五
三
万

合
計
　

三
、
四
三
八
万
円
で
、
モ

の
収
納
額
は
三
、
四
三
四
万
円

、

収
納
歩
合
は
九
九
・
九

パ
ー
セ
ン

ト
の
高
率
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
区

別
に
収
納
額
と
収
納
率
を
見

る
と

左
記
の
通
り

。

藤
田

『

二
七
五
万

九
九
・
八

小
坂
　
　

四
ニ

ニ
　
　

ー
○
○

森
江
野
　

八
五
九
　
　

一
〇
〇

大
木
戸
　

五
五
六
　
　

一
〇
〇

大
枝
　
　

三
〇
≒
　
　

一
〇
〇

そ
の
他
　
　

二
二
　
　
九
五
・
五

式

に
は
ま
ず
小
坂
、
森
江
野
、
大

木
戸

、
大
枝
の
各
地
区
総
合
組
合

に
表
彰
状

を
贈
り
、
更
に

Ｉ
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
完
納
し
た
次
の
部
落

納
税

組
合

を
表
彰
し
た
。

Ｏ
小

坂
方

部

小

坂
・

太
田
川

。
前
田
・

板
橋

・
泉
田
上
・
泉
田
中
・
泉
田
下

・
鳥
取
・
内
谷
西
・
内
谷

東

Ｏ

藤
田
方

部

駅
前
・
大
町
南
・
大
町
北
・
本

町
・
宮
町
南
・
宮
町
北
・
町
東

部
・
鶉
町
・
石
ほ
田
東
・
石
母

田
表
・
石
毋
田
北
・
石
母
田
原

・
石
母
田
西
・
山
崎
北
・
山
崎

南
・
滝
山

○

森
江
野
方

部

栄
一
・
栄
二
・
栄
三
・
栄
四
・

徳
北
・
汁
七
・
栄
八
・
栄
九
・

汁
十
・
栄
十
一
・
栄
十
二

○

大
木
戸
方
部

貝

出
・
山
根
・
大
木
戸
・

高
城

・
光
明
寺

○

大
枝
方
部

北
部
・
中
部
・

並
柳
・
川
内
・

築
舘
・
原
町

全

役

員

再

選

表
彰
式

に
引
つ
づ
き
、
国
見
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
総
会

を

開
き
、
三
十
八
年
度
の
決
算
や
事

業
の
報
告
を
し
、
役
員
改
選
の
結

果
後
記
の
と
お
り
全
役
員
再
選
、

三
十
九
年
度
の
事
業
、
予
算
を
審

議
決
定
し

た
。

役
　

員

会
　
　
長
　
佐
藤
　
新
七

副

会

長
　
大
勝
　
藤
繁

会
　
　
計
　
野
村
　
隆
一

監
　

事

蓬
田
　

直

一

庶
務
幹
事
　

林
　
　

長

七
’

四

反

歩

の

ビ

ニ

ー

ル

（

ウ

ス
に

ビ
ッ

ク

リ

国
見
町
青
年
学
級
で

は
二
月
か

ら
農
業
講
座
を
開
き

、
毎
週
三
日

づ
つ
集

っ
て
農
事
の
学
習
を
し
て

き

た
が
、
三
月
二
十
七
、
八
の
両

日

、
矢
吹

、
郡
山
方
面

に
修
学
旅

行
を
し

た
。
農
業
改
良
普
及
員
の

佐
藤
技
師
や
公
民
館
職
員
の
案
内

で
矢
吹
の
経
営
伝
習
長
場
、
郡
山

の
農
業
試
験
場
、
日
本
化
学
郡
山

工
場
を
見
た
の
ち
、
郡
山
市
郊
外

横
塚
部
落
の
蔬
菜
栽
培
地
の
模
様

を
視
察
し
た
。
特
に
三
名
の
青
壮

年
協
業
に
よ
る
ビ
エ

ー
ル
（

ウ
ス

は
四
反
歩
の
水
田
に
設
け
た
も
の

で
、
ト
マ
ト
と
キ
ウ
リ
が
栽
培
さ

れ
て
い
た
。
施
設
費
一
六
〇
万
円

は
初
年
度
で
回
収

し
、
三
年
後

に

は
再
び
水
田
に
す
る
ｍ

畑
輪
換
計

画

、
は
た
し
て
そ

う
う

ま
く
い
く

か
ど
う
か
大
い
頓
膕
峅

あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

尚
郡
山
で

は
例
に
よ
っ
て
「
み

の
り
荘
」

に
泊
り

、
三
食
三
〇
〇

円

の
ご
ち
そ
う
に
感
謝
し
た
。

三

〇

名

の

先

生

思（

勣

県
下
教
職
員
の
異
動
に
ょ
り

。

わ
が
国
見
町
の
小
中
学
校
に
も
次

の

よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
。

（
氏
名
の
下
は
旧
任
校
）

退
職
　
　

古
川
松
太
郎
　

藤
田
小

同
　
　
　

関
根
倭
文
子
　

同

同
　
　
　

伊
勢
　

ふ
み
大
木
戸
小

同
　
　
　

長
谷
部
　

明
　

県
北
中

瑕
本
小
　

氏
家
　

敬
子
大
木
戸
小

御
代
田
小
内
村
　

道
子
森
江

野
小

小
手
小
　

菅
野
　

史
子
　

同

川
俣
高
　

菅
野
　

格
男
　

県

北
中

富
成
小
　

斎
藤
　

善
二
　

同

原
田
小
　

菊
地
　

芳
宏
　

小

坂
小

大
杢

尸
小
大
友
　

蓉
子
　

藤

田
小

同
　
　
　

安
藤
　

玉
井
　

同

小
坂
小
　

村
上
　

雄

一
　

柱
沢
小

同
　
　
　

畠
腹
　

桂
子
　

半
川
小

膝
川
小
　

今
野
　

考
眼
　

伊
達
小

同
　
　
　

根
本
　

フ
キ
　

桑
折
小

同
　
　
　

遠
藤
　

テ
ル
　

柿
沢
小

同
　
　
　

伊
勢
災
枝
子
　

飯
抛
小

森
江
野
小
木
実
谷
俊
彦
福
島
一
小

同
　
　
　

市
川
　

多
門
伊
達

綸
小

同
　
　
　

新
井
　

愛
子
　

同

大
木
戸
小
小
林
　

ア
ヤ
　

大
枝
小

同
　
　
　

槌
谷
　

幸
一
　

睦
合
小

県
北
中
　

富
田
　

和
志
　

掛
田
中

同
　
　
　

古
関
　

重
述
お
松
一
中

藤
旧
小
　

菅
野
　

満
子
　

粟
野
小

小
坂
小
　

石

幡
　

久
剛
　

伏
黒
小

同
　
　
　

瀬
川
　

政
一
　

桑
折
小

県
北
中
　

横
山
　

市
郎
　

粟
野
中

藤
旧
小
　

川
村
　
　

僅
　

伊
達
小

（
上
）
み
の
り

荘
前
で
記
念

撮
影

（
下

）
横
塚
部

落
の
ビ
ュ
ー

ル
（

ウ
ス

表算予計会般一町見国度年９３和昭

収　　入　　の　　部

科　　　　　目 金　　額 全体に対
する割台

1.町　　　　　税

2.地 方 交 付 税

3.分担金及負担金

4.使用料及手数料

5.国 庫 支 出 金
6.県　支　出　金

7.財　産　収　入

8.寄　　附　　金

9.繰　　越　　金

10.諸　　収　　入

計　　、

千円27.737
46. 800

l. 5 3 7
2. 082

14.106
3. 021

69

998

200
3. 7 引

20. 343

％
2 7. 6 7

46.64

1.53
2. 08

14.06
3. 田

0. 0 7

0. 99
0. 20

3 . 78

100.00

支　　出　　の　　部

科　　　　　目 金　　頷 全体に対
する割合

｜　　　　千巴　　　　　％
1.議　 会　　 費1　　3.  529　　　3.  引

2.総　 務　 費1　 円 . 722　　 円 . 70

3.民　 生　 費 ；　8  . 22 4　　　　8. 2 0

4.術　 生　 費 ，　5. 338 5.  引

5.農 林 水 産 賞 １　 に80（　 凵.77

6.商　　 工　　 費1　　3.  350　　　3. 3 3

7.土　　 木　　iリ　15.70  0 1　　 ーう . 6 4

8.消　　 防　　 背1　　4. 14U ，　4. 12

9. 救　 育　 費1　 絽 . 巧副　　18.0  8

10.災 害 隰 旧7（　5.  引 8　　5JO

囗.公　 匳　 費1　 生 255　　jl.2･‘1

1　　　　　　　112.予　　 隨　　? 八　　　213 ， り.2り

計　　　　1　ｰ  00. 3 4り　i  Q 0. 0 0

ぼ
く
の
ゆ
め

三
十
年
後
の
国
見
町

(二)

宍

戸

惣

兵

工

邪
魔

に
な
る
電
柱

や
電
話
蘇
は

全
部
地
下
に
埋
め
ら
れ
、
点
在
し

て

い
た
部
落
は
町
附
近
山
添
い
に

移

っ
た
。
ア
パ
ー
ト
式
に
団
地
化

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
阿
武
隈
川

添

い
に
は
養
蚕
地
帯
で
、
み
ご
と

な
近
代
桑
園
が
川
下

に
広
が
っ
て

い
る
。
大
き
な
共
同
飼
育
所
が
工

場
の
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

更
に
一
八
〇

度
目
を
転
じ
て
半
田

山
下
に
向
け
る
と
、
こ
こ
に
は
乳

牛
や
和
牛
が
ゆ
う
ゆ
う
と
草
を
は

み
、
大
型

サ
イ
ロ
が
Ｉ
ソ
ト
ツ
の

よ
う
に
立
っ
て
い
る
）
田
畑
輪
換

の
飼
料
畑
が
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

な
し
、
黄
金
の
稲
穂
と
白

い
阿
武

隈
の
流
れ
と
が
、
み

ご
と
な
コ
ン

ト
ラ

ス
ト
を
な
し
て

い
’る
。

な
る
ほ
ど
、
こ

の
三
十
年
間
の

激
し
い
農
村
の
変
化
は
驚
く
ば
か

り
で
あ
る
。
当
時
、
首
相
の
池
田

さ

ん
が
農
村
人
口
四

割
減
論
を
ぶ

っ
て
問
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
通

り
農
村
の
人
口
は
、
工
業
発
展
の

た
め
都
市
部
に
吸
収
さ
れ
、
国
見

町
の
農
業
人
口
も
約
四
千
人
、
農

家
戸
数
六
百
戸
と
当
時
の
三
分
の

一
に
減
っ
た
。

経
営
形
態
も
変
わ
り
、
一
戸
当

り
耕
作
面
積
平
均
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
と
な
り
、
各
農
作
目

ご
と
に

適
地
に
集
団
化
さ
れ
。
大
型

ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
機
械
力
が
フ
ル
に

活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

水
田
地
帯
の
場
合
を
み

る
と
、

農
協
の
作
付
計
画
と
部
落

ご
と
の

農
事
組
合
の
作
ら
れ
た
作
業
計
画

に
従
っ
て
、
農
協
の
大
型

ト
ラ

ク

タ
ー
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し

、
耕
耘
、
整
地
、
施
肥
、
播
種
、

除
草
剤
、
薬
剤
撒
布
が
一
貫
し
て

行
な
わ
れ
、
コ

と
（

イ
ソ
に
よ
っ

て
刈
取
、
脱
穀
さ
れ
た
籾

は
、
す

ぐ
ト
レ

ー
ラ

ー
に
ば
ら
積
み
さ
れ

、
町
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
運
ば

れ
る

。
籾
の
ま
Ｘ
こ
こ
で
乾
燥
貯

蔵
さ
れ
る
。

泥
田
に
足
を
入
れ
、
腰
を
曲
げ

て
田
植
を
し
た
時
代

は
と
う
に
昔

の
こ
と
。
今
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

空
か
ら
種
を
ま
く
直
播
栽
培
で
あ

る
。
だ
か
ら
外

に
出
て
働
く
の
は

主
人
一
人
で
充
分
。
婦
人
は
完
全

に
農
作
業
か
ら
解
放
さ
れ

た
。
そ

し
て
育
児
や
家
事
の
仕
事

に
専
念

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
酪
農
地
区
に
足
を
踏
み
入

れ
て
み
る
と
、
ミ
ル
ク
の
香
り
が

鼻
を
つ
く
。
ど
の
家
も
二
、
三
十

頭
の
牛
が
ル
ー
ズ
バ
ー
ン
の
牛
舎

に
放
し
飼
い
さ
れ
て
い
る
。
水
田

や
畑
は
殆
ん
ど
飼
料
作
物
が
つ
く

ら
れ
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
花
が
咲
き

乱
れ
、
甘
ず
っ
ぱ
い
香
り
を
た
だ

よ
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
飼
料

刈
取

り
に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
ひ

か
れ
た
モ
ー
ア

が

活

躍

し
て
い

る

‘更
に
足
を
伸

ば
し
て
果
樹
地
帯

に
行
く
と
、
こ
こ
で
も
又
機
械
力

が
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て
’
薬
剤
撒

布
は
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
活
動
す
る
。
り
ん

ご
地
帯
、
ぶ
ど
う
地
帯
、
桃
地
帯

と
そ
れ
ぞ
れ
団
地
化
さ
れ

、
品
種

等
の
選
択
は
農
協
が
計
画
的
に
指

導
、

作
業
は
共
同
で
行
う

。
ト
ラ

″
ク
で
選
果
場
へ
。
そ
し
て
加
工

用
は
農
協
直
営
の
加
工
場
で
処
理

さ
れ
、
生
食
用
は
市
場
の
動
き
に

よ
っ
て
計
画
出
荷
さ
れ
る
。
農
薬

も
発

展
し
て
着
花
、
摘
果
着
色
等

は
自
由
自
在
、
病
害
虫
防
除
は
完

璧
と
な
っ
た
。
今
や
福
島
県
の
果

物
は
国
見
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

役
場
の
異
動

国
見
町
役
場
で

は
、
こ
の
た
び

早
田
総
務
課
長
の
退
職
補
充
を
機

会
に
、
職
員

の
異
動
並
に
新
採
用

を
行
な
っ
た
。

（
氏

名
の
下
は
旧
職
名
）

退
職
　
　

早
田
　
　

盛
総
務
課
長

総
務
課
長
八
巻
　

亀
寿
税
務
課
長

税
務

課
長
朝
内
　

宗
光
社
会

主
任

厚

生
課
長
中
村
　

政
治
庶
務

主
任

経
済
課
長
金
田
　

保
美
農
林

主
任

議
会
事
務
局
長
兼
監
査
委
員
会
書

記
　
　
　

熊
坂
　

善
七
経
済
課
長

住
民
室
主
任
中
山
　

弥
土
木
建
築

主
任

総
務
課
庶
務
主
任

遠
藤
　

金
六
消
防
主
任

同
消
防
主
任渡

部
　

直
人
徴
収

主
任

税
務
課
賦
課
兼
徴
収
主
任

林
　
　

長
七
賦
課

主
任

厚

生
誄
社
会
兼
国
民
年
金
主
任

佐

久
間
忠
三
国
民
年
金

主
任

建
築
課
土
木
建
築
主
任

赤
坂
　

正

勝
土
木
建
築

係

厚
生
課
年
金
係

渡
辺
　
　

等
会
計
室

会
計
室
　

佐
藤
　

光
一
年
金
係

経
済
課
農
林
主
任

吉
田
　

貞
造
共
済
組
合

（

新
規
採
用
）

総
務
課
　

佐
竹
　

弘
治

税
務
課
　

須
田
　

善
二

同
　
　
　

小
池
　

芳
男

厚
生
課
　

佐

久
間
靖
明

建
設
課
　

菊
地
　

孝
吉

公
民
舘
余
録

や
め
ら
れ
な
い
話

○
玉
川
百
科
事
典
三
〇

巻

大
し

た
も
ん
で
す
よ
、
一
度

ご

ら

ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
、
お
も

し
ろ
く
て

や

め

ら

れ

ま
せ

ん

○
研
修
所
に
オ
ル
ガ
シ

公
民
館
で
は
こ

ん
ど
す

ば
ら
し

い
電
気
オ
ル
ガ
ン
を
買
っ
て
青

年
研
修
所
に
お
き
ま
す
。
時
ど

き
借
り
て
フ

カ
フ

カ
や
っ
て
見

る
と
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
ろ
く
ぉ
ん

毎
朝
六

、
四
〇
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
農
業
学
校
、
家
内

中
で

ご
は
ん
を
た
べ
な
が
ら
き
い
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
良

く
て
や

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
公
民
館
で

は

ろ

く
お
ん
し
て
あ
り
ま
す

か
ら

利
用
し
て
下

さ
い
。

○
教
育
映
画
二
〇
本

定
期
配
分
と
い
っ
て
県
か
ら
常

に
二
〇

本
づ
っ
お
借
り
し
て
あ

り

ま
す
。
機
械
は
二
台
、
技
術

者

は
い
っ
ぱ
い
、
使
え
ば
使
う

ほ
ど

や
め
ら
れ
な
い
。

国 見 町 立 小 学 校 児 童 数 (  39. 4.!現 在)

螽ミ 閇 厂2･ ’ ３　１　４　１　５　１　６ 計　| 学級数

小　坂藤　田

森江野
大木戸

計

県北中

40

104
31
40

215

321

28
81
52
36

197

334

37

102
45
39

223

398

51
102
48
55

256

45
99
60
48

252

56

121
58
54

289

257
609
294
272

l. 4 32

I  . 053

8

17
，　　9

8

42

23

大
枝
小
学
校
は
組
合

立
で
す
の
で

次
号
で
別
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○

祝

祭

日

に

は

国

旗

を

立

て

ま

し

よ

う
（
旗
・
竿
・
金
眞
一
組
上
二
○
ｏ
ｅ

円
て
あ
つ
せ
ん
し
ま
す
）



占

嫋
尤
・
．づ

謡
に
聞
き
入

る
婦
人

た
ち

イ

ン

ド

に

思

う

―
古
岡
先
生
の
お
話
を
き
く
ＩＩ

も
の
み
な
よ
み

が
え

る
春
四

月
、
こ
の
春
を
ど
ん
な
に
待
ち

わ
び
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
時
ど

き
意
地
悪
い
突
風

が
暴
れ
廻
っ

て
通
り
過
ぎ
る
と
、
日
一
日
と

野
や
山
が
色
づ
い
て
来

る
。
庭

に
は
ま
ず
梅
の
花
が
は
こ
ろ
び

、
次
に
目
の
さ
め
る
よ
う

な
あ

ざ
や
か
さ
で
水
仙
が
笑
み

か
け

る
。
考
え
て
み
れ
ば
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
日
本

に
は
四
季
の
ド
別
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
人

び
と
の
生
活
や
心
に
も
変
化
が

あ
り
、
折
お
り
を
楽
し
く
過
す

こ
と

が
で
き
ま
す
。

婦
人
講
座
の
最
終
会
は
、
婦

人
の
集

い
で
お
な
じ
み
の
吉
岡

先
生
「
印
度
に
旅
し
て
」

と
題

し
、
二
～
三
月
に
か
け
て
旅
行

さ
れ
た
イ

ン
ド
旅
行
の
お
み
や

げ
話
し
を
お
き
き
す
る
こ

と
が

で
き

ま
し
た
。

イ

ン
ド
の
変
っ
た
生
活
や
気

候
風
土

な
ど
、
直
か
に
見
聞
さ

れ
た
こ

と
を

、
お
も
し
ろ
お
か

し
く
お
話
し
に
な
り
、
時
間
が

あ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
お
伺
い
し
た

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ

テ
レ
ビ
で
も
、
先
生
の
お
話

し
と
前

後
し
て
「
ア
ジ
ア
文
明

の
源

流
一

と
題
す
る
記
録
映
画

を
見
た
り
し
て
合
わ
せ
考
え
る

こ
と
は
、
高
度
の
福
祉
国
家
に

は
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
一
応

は
文
化
的
な

生
活
を
し
て
い

る

家
庭
の
多

い
現
在
、

ご
は

ん
を

食
べ
な
が
ら
テ

レ
ビ
を
見

、
世

界
の
で
き
ご
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
忠
ま
れ
た
人
達

ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

し
か
し
イ
ン
ド
は
宗
教
の
川

で
あ
り
、
動
物
を
非
常
に
か
わ

い
が
り
、
五
戒
と
い
う
五
つ
の

い
ま
し
め
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
禁
酒
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と

か
、
何
か
日
本
で
は
と
う
の
隍

に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
靤
伜

な
愛
情
や
、
生
活
の
表
面
的
な

文
化
に
酔
つ
て
、
自
山
狐
衣
江

な
行
動
な
ど
、
少
く
と
も
自
分

を
い
ま
し
め
る
こ
と
な
ど
考
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
世

相
で
ず
が
、
さ
す
が
宗
教
の
国

柄
だ
け
に
、
心
の
ふ
る
さ
と
に

触
れ
る
思
い
で
し
た
。

し
か
し
、
生
活
の
文
化
は
低

く
テ
レ
ビ
な
ど
は
何
の
こ
と
か

わ
か
ら
ず
、
日
本
の
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
が
非
常
に
こ
の

ま
し
く
、
カ
メ
ラ
な
ど
も
日
本

で

は
敖
十
年
前
の
古
い
型

の
も

の
が
、
店
先
に
二
つ
三
つ
並
べ

ら
れ
て

い
る
と
か
。
人

び
と
の

生
活

も
貧
し
く
、
気
候
も
赤
道

直
下

に
近

い
た
め
年
中
暑
い
。

し
た
が
っ
て
生
活
に
も
け
じ
め

が
な
く
、
そ
の
態
度
も
蛄
だ
で

あ
る
。
い
つ
で
も
国
の
ど
こ
か

で
内
乱
が
あ
り
、
他
の
国
と
の

紛
争
が
あ
る
。
ま

た
悪
役
が
流

行
し
、
中
で
も
ラ
イ
拡
や
天
然

疔

が
非
常
に
多
く
、
国
仰
‥
の
施

設

は
多
少
・
あ
つ
て

も
到
眤
収
吟

し
き
れ
ず
、
人
し
た
進

ん
だ
手

当

も
な
く
、
入
っ
て
も
入

ら
な

く
と
も
同
じ
で
あ
る
。
多

く
の

人

び
と
は
文
肓
で
、
余

教
は
回

じ
て
あ
ろ
が
階
級
制
度
が
ぶ
り
・

、

そ
れ

に
支
配
さ
れ
一
般
民

は

非
常

に
貫
し
く
、
そ
の
た
め
結

婚

も
で
き
ず

に
一
生
を
逎

し
て

し
ま
う
も
の
が
多
い
と
か
。
既

産
物
も
非
常
に
原
始
的
な
や
り

方
で
収
匹

が
少
な
い
た
と
。ノ
ざ

び
し
い
気
候
風
土

に
も
大
き
な

原
因
が
あ
る
で

し
ょ

う
が
、
政

治
の
手

が
国

の
す
み
ず
み
ま
で

行
き
わ
た
ら
な
い
感
じ

が
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
の
生
活

の
条
件
の
む
ず
か
し
い
岡
で

も

、
一
貫
し
て
底
に
流
れ
て
い
る

偉
大
な
宗
教
、
私
た
ち
は
も
う

一
度

ふ
り
か
え

っ
て
考
え
る
べ

さヽ
で
し

ょ
う
。
イ

ン
ド
に
限
ら

ず
、
ま
だ
ま
だ
地
球
上
の
ど
こ

か
に
、
こ
う
ゆ
う
恵
ま
れ
な
い

乍
活

を
し
て

い
る
大
も
多

い
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
熊
的

、
民

収
的
な
違

い
も
な
く
、
う

る
お

い
の
ふ

る
こ
の
山
河

に
生
れ
、

育
ち
、
ｔ
凡
な

が
ら
も
朝
夕
お

だ
や
か
に
生
き

る
だ
け
で

も
幸

福
で
あ
る
と
、
先
生
の

お
話
か

ら
じ
っ
く
り
か
Ａ

し
め
る
こ
芦

が
で
き
た
次
旡

す
。

（

苣
野
化
ｆ

記
一

幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
ま
も
ろ
う

新
学
期
が
や
つ
て

ま
い
り
ま
し

た
。
わ
が
国

見
町
で

は
二
五
五
名

の
小
学
校
一
乍
生
、
そ
れ
に
一
五

〇
名
の
保
育
所
幼
児

、
合
せ
て
四

〇
〇

名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
一
斉

に
街
頭
に
飛

び
立
ち
、
歩
行
者
の

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

こ
の
幼
児
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

両

親
の
看
護

の
も
と
で
安
全
に
歩

い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
先

は
、
は
げ
し

い
交
通
の
な
か
を
、

ひ
と
り
で
歩

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に

新
入

学
児

童
の
い
る
家
庭
で
は
、

何
よ
り
の
心
配

に
な

っ
て
い
る
こ

と
で

し
ょ
う
。

交

通
事
故
は
、
だ
れ
が
被
害
者

に
な
っ
て

も
悲
惨
な
も
の
で
す
が

、
と
り
わ
け
児
竜
幼
児
の
被
害
は

痛
ま
し
い
限

り
で
す
。
新
し
い
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背

に
し
て
、
よ
ろ
こ

び
勇
ん
で
出

か
け
た
児
童
が
、
交

通
事
故
に
出

あ
っ
た
の
で
は
た
い

へ
ん
で
す
。

道
路
交
通
法
愀
十
四
条
に
は
　

「
児
童
幼
児
が
通
園
通
学
の
た
め

道

路
を
通
行
し
て
い
る
現

場
に

居

あ
わ
せ
た
者
は
、
児
童

が
安

全

に
通
行
で
き
る
よ
う
誘
導

。

合
図
、
そ
の
他

適
当
な
措
置
を

と

る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」

と
定

め
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
見

て

も
わ
か
る

よ
う
に
、
新
入
学
兄

童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
は

、
町
民
全
体
の
責
隕
と
い
え
ま
し

よ
う
。
そ
こ
で
運
転
看
も
歩
一
付
者

も
、
新
入
学
児
童
を
見
て
や
る
と

か
、
注
意
し
て
や
る
と
か
し
て
。

み
ん
な
で
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て

や
り
、
お
母
さ
ん
や
子

ど
も
を
泣

か
せ
な

い
よ
う
努
め
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ

ん
か
。
　
ｙ

○
ワ

ン
、
ツ

ー
、
ス
リ

ー
、
ゴ

ー

道
路
横
断
も
リ
ズ
ム
に
の
せ
て

昨
年
中
県
内
で
、
小

学
一
年
生

が
六
二
人
交
通
事
故
に
あ
い
、
そ

の
う
ち
三
人
が
死

亡
し
ま
し
た
・

そ
の
事
故
の
原
因

は
、
巾

の
直
前

横
断
と
道
路
へ
の
飛

び
出
し
・
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
道
路
を
正

し
く
横
断

す
る

方
法
を
身
に
っ
け
さ
せ
て

や
る
こ

と
で
す
。

「
ま
ず
右
を
見
て
、
次
に
左
を
μ

て

、
さ
ら
に
右
を
見
て

、
車

の

こ
な

い
時
さ
あ
横
断
－

’一

実
際
に
通
学
す

る
道
路
で
、
何
回

も
手
を
と
っ
て
教

え
ま
し

上
５
．

運
転
者
の
み
な
さ

ん
も
、
新

人
学

児
童
を
見

た
ら
「
ワ

ソ
、
ツ

ー
、

ス
リ
ー
、
ゴ
ー
」
の
リ

ズ
ム
に
あ

わ
せ
て

、
児
童
の
横
断
を
見
守
り

ま
し
ょ
う
Ｏ

０

す
ず
９
曷
石
方
を

が
き
ま
し
ょ

国
見
町
交
通
安
全
協
会
で
は
’

新
人

学
児
童

に
交
通
規
則
を
徹
底

し
幼

時
か
ち
規
則
を
守
る
習
慣
を

つ
け

よ
う
と

、
鈴
の
つ

い
た
リ
ボ

ン
を
こ

ん
ど
一
年

に
人
学
し
た
児

童
達

の
右

胸
に
つ
け
て
や
っ
た
・

選

挙

風

景

い
ろ
は
（
抄
）

○

誓
っ
た
公
明

や
ろ
う
じ
や
な
い

か
、
成
人
の
日
の

あ
の
意
気
で

○

そ
ん
な
人
と
は
つ
い
知
ら
な
ん

だ
、
お
扛
も
乗
つ

た
か
口
車

○
飲

ま
せ
ら

れ
る
と

す
ぐ
気
か
変

お
る
、
た
よ
り
な

い
ぞ
い
浮
動

票
○

口
が
立
派
で

は
ら
にわ
た
な
く
て

、
派
手

に
お
よ
ぐ

は
鯉
の
ぼ
り

○
照

る
と
曇

る
は
お
天
気
次
澎
、

選
良
え
ら
び
は
お
れ
次
慟

○
酒
で

殺
さ
れ
お
金
で
釣
ら
れ
、

あ

ど
で
翳

い
て
る
バ

カ
な
こ
と

○
清
き
一
票

ど
な
た
に
上
げ
よ
う

へ

清
く
正

し
（

つ

よ
い
人

○
縁
を

た
よ
り
に
見
知
ら
ぬ
人
の

、
投
票
た
の
み
は
ず
う
ず
う
し

○
政
治
動
か
す
鍵
だ
と
わ
か
り
や

何
で
捨
て
ら
り
よ
こ
の
一
票

（
公
川
選
半
時
報
よ
り
）

ポン プ 百‘よ り 用 心 一 つ

ご 用 心 … ……:  しヽ

四
分
間
に

こ
口
の

自
動
車
工
場

建
設
班
の
修
学
旅
行 (中)

こ
ん
な
と
こ

ろ
に
五
？

六
日
も

宿
泊
し
、
専
門
講
師
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
あ
の

ス
ボ
ー
ソ
施
設

や
研
究
室
を
卜
二
分

に
活
川
し
、

富
士
登
山
を
し

た
り
、
簡
恨
方
面

に

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
静

岡
、
甲
府
方
面
の
近
代
化
農
村
を

い
匯
・１

ｔ

Ｊ
バ
’Ｉ
ニ

。
…

と
、
・
ｂ

Ｉ
／ヽ

’
｀
。｝ｇ

て

も

ひ

ろ

ぶ

ろ

。

九

時

出

范

。

途

中

バ

ー（

の

窓

か

ら

万

一
回

心
‥
を

見

る

匸

一
階

姓

の

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

づ

く

り

、

定

政

一
　
一

だ

名

と

の

こ

と

。

や

が

て

御

貝

場

駅

着

、

丹

那

ト

ン

ネ

ル

開

通

後

は

７

‐

カ

ル

線

の

一

駅

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

が

、

国

府

津

沼

津

闘

の

要

衝

、

富

士

登

山

の

表

玄

関

と

し

て

今

尚

栄

え

て

い

る

こ

と

は

、

ニ

ヤ

に

余

る

バ

ス

路

線

の

范

蔚

所

が

あ

る

こ

と

で

も

わ

か

る

。

［

ト

ソ

ネ

ル

く

ぐ

れ

ば

ま

っ

く

ろ

け

の

ヶ

Ｉ

い

と

う

ヽ
幵

い

れ

た

箱

根

峠

も

ス

ｙ

Ｉ

ト

な

デ

ィ

ー

ゼ

ル

カ

ー

は

一

気

に

く

だ

る

。

国

府

津

で

東

海

辺

祿

に

乗

り

か

え

、

車

窓

に

う

つ

る

相

模

湾

の

風

景

を

賞

し

な

が

ら

も

、

沿

線

に

続

く

近

代

的

な

大

工

場

に

心

を

引

れ

る

。

殊

に

山

を

削

り

、

海

を

埋

め

立

て

、

田

畑

を

つ

ぶ

し

、

到

る

と

こ

ろ

建

設

工

事

が

展

開

さ

れ

て

い

る

姿

は

、

工

業

化

す

る

わ

が

閥

土

の

縮

図

か

と

思

わ

れ

る

。

川

崎

駅

下

車

、

バ

ス

で

「

い

す

ず

自

動

車

工

場

一

へ

行

く

。

二

千

人

分

の

席

を

有

す

る

大

食

堂

で

昼

食

、

青

年

の

家

の

心

づ

く

し

の

弁

当

を

開

く

。

御

賊

の

よ

う

な

応

拾

室

で

吾

妻

町

出

身

と

い

う

大

内

氏

の
説
明
を
ぎ

く
。

三
〇
〇
〇

の
従
業
員
で
一
か
月

三

一
〇
じ
台
の
大
刑
上
車
（

ト
ラ

″

ク
ニ
五
Ｏ
り
）
、
バ
ス
六
〇
〇

）
を

糾
立
て
て
い
る
。
一
日

匸
一
五
台

、
四
分

に
一
台
の
大
便

車
を
完
成

し
て

い
る
と
の
こ
と
。
も
ち
ろ
ん

そ
の

か
げ
に
は
約
三
〇
〇
の
協
力

工
場
が
あ
る
と
か
。
ガ
イ
ド
の
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
説
明
に
つ
い
て
工
場

を
見

学
寸
気
・

一
分
洲
に
ニ

メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の
辿
度
で
移
動
刊

る

組
立
台

に
の
せ
ら
れ
た
車
体
が
、

い
っ
の
ま
に
か
完
成
し
て
い
く

。

必
要

な
と
き
に
必
要
な
方
向
か
ら

必
要

な
程
度

に
組
立
て
ら
れ
た
部

分
が
動
い
て
泉
て
、
必
要
な
と
こ

ろ
に
ビ
ク
り
と
吸
い
つ
く
。
人

間

は
た
だ
ナ
ツ
ー、‘締

め
機
の
一
部
に

過
ぎ
な
い
。
検

在
場
、
部
品
工
場

、
倉
刪
、
そ
れ

ら
を
包
む
大
騒
音

か
け
足
で
め
ぐ
り
、
外
に
出
て
ホ

ッ
と
す
る
。
こ

ん
な
と
こ
ろ
で
一

日
中
、
毎
日
、
否
年
中
川
し
仕
事

を
し
て
い
る
人

は
、

い
っ
た
い
ど

ん
な
気
持

ち
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
あ
る
者
は
あ
る
部
分
の
ネ

ジ
締
め
に
日
を
送
り
、
あ
る
者
は

あ
る
部
分
の
穴
あ
け
辱
門
、
そ
れ

が
ど
こ
に
ど
ん
な
ふ
う
に
使
わ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
。

夕
闇
迫
る
頃
上
野
駅

に
着
く
。

夜
の
東
京
を
観
賞
し
・な
が
ら
、
今

夜
の
宿
太
陽
館
に
着
く
。
東
京
の

ど
ま
ん
中
で
あ
り
な
が
ら
郊
外
の

よ
う
に
静
か
だ
。
文
教
地
区
本
郷

の
お
か
げ
だ
ろ
う
。
昨
夜
か
ら
の

疲
れ
で
一
同
就
寝
が
早
い
。

さ

あ
、

こ

と

し

も

完

納

と

火

の

用

心

に

努

め

ま

し

よ

う
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